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テラヘルツ技術の中で、テラヘルツ(THz)電界検出は、最も基本となる技術の一つであり、様々

な応用が期待される。テラヘルツ時間領域分光法(THz-TDS)は、THz 電場パルスを用いた代表的

な周波数分光計測法であり、様々な材料の分析評価や非破壊検査法としても注目されている。電

気光学(EO)結晶の EO 効果を利用した検出法である EO サンプリング法では、検出のバンド幅は、

用いるフェムト秒レーザー光源のパルス幅だけでなく THz 周波数域及び光波での EO 結晶の誘電

特性によって制限され、検出効率は EO 結晶の電気光学係数とその膜厚に比例する。最近、我々

が開発したシュタルク効果を利用したTHz電界検出法[1]では、検出効率は非線形感受率の虚部(Im 

χ(2)(-ω;ω,0))及び膜厚に比例し、プローブ光の波長での吸光係数及び吸収形状関数の微分値を考慮

した最適な膜厚の EO ポリマー膜を調整する必要がある。EO ポリマーの EO 効果またはシュタル

ク効果を利用した高効率・超広帯域電界計測手法確立のために、EO ポリマーのフリースタンディ

ング膜及びその積層膜を作製するための技術開発を行ってきた。EO ポリマーにはガラス転移温度

が 189℃の耐熱性及び高い靭性を有するポリカーボネート(PC)系 EO ポリマーを開発した。ポーリ

ングを行った PC系EOポリマー試料を多数個作製し、

エッチング技術、表面処理技術、真空熱圧着技術等

を組み合わせ、フリースタンディング EO ポリマー

膜を張り合わせることにより、ポーリング方向をそ

ろえた積層膜を作製することに成功した[2]。 

本研究では、30～40 pm/V 程度の EO 係数を持つ 4

～5 µm の PC 系 EO ポリマーフリースタンディング

膜を積層し、75 µm の PC 系 EO 積層膜を作製した。

更に 1.56 µm 帯の小型フェムト秒ファイバーレーザ

ーを用いて、DAST 結晶からの THz 波発生を行い、

1.56 µm 帯のプローブ光を使用し、EO サンプリング

検出系に EO ポリマー積層膜を用いた図 1 の

THz-TDS 測定系により、THz 電場の検出に成功した。 
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